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凝集固化剤アゴクリーン

1. 凝集固化剤「アゴクリーン」の開発
紙の製紙過程で発生するかす（ペーパースラッジ）の焼却
灰を主原料とした凝集固化剤「アゴクリーン」を開発しま
した。
この固化剤は英虞湾底泥の処理だけでなく、河川改修時
の濁水処理、食品加工場の廃水処理など多方面への展開
を図っています。

2. （株）あの津技研及び東紀州環境システム
 有限責任事業組合の設立
上記固化剤「アゴクリーン」の開発・販売を目的として、
平成17年9月に（株）あの津技研が設立されました。ま
た、あの津技研（株）を中心とした4社を組合員とする、東
紀州環境システム有限責任事業組合が、上記固化剤の製
造を目的として平成18年5月に設立されました。

3. 英虞湾自動モニタリングシステムの開発
英虞湾内に観測ブイを設置し、水質（水温、塩分、溶存酸
素、濁度、クロロフィル）を1時間ごとに1回、海面から海
底まで 1m 間隔で自動測定します。これらの観測結果は
ホームページで即時公開され、多くの真珠養殖業者に利
用されています。
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